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X線観測により、前主系列星は一般に数 ksのタイムスケールで起こるフレアを頻繁に起こす事が 1970年代後
半から知られている。さらに近年の研究によりこれらのフレアは太陽フレアと同じように磁気リコネクションに
よって起こるものであることがほぼ確実となっており、統一的に理解されている。しかし、太陽の 11年周期のよ
うな長期的な変動が前主系列星にもあるのかどうかはまったく分かっていない。太陽のフレアも 11年周期もダイ
ナモ機構による磁気活動であるので、フレアを起こす前主系列星の光度も長期的に変動する事が期待される。
そこで我々は約 4年にわたりX線天文衛星XMM-Newtonによって 4回 (総観測時間約 170 ks)と Chandraに
よって 5回 (総観測時間約 1010 ks)観測されているオリオン星形成領域 (M42)のデータを解析することにより、
前主系列星からのX線放射の長期的な時間変動を調べた。オリオントラペジウムから 8分北に位置する約 8平方
分角の領域から 14の点源を検出し、これらは 2MASSによる近赤外観測のデータから前主系列星であることを確
認した。前回の学会で 9回の観測のうち 8回の観測について解析した結果、7天体のX線フラックスが有意な長
期的時間変動を示し、しかも吸収、温度ともに変化はないとしても矛盾はないので放射機構に変化はないと考え
られる事を報告した。
今回我々は検出した 14天体のすべての解析を終了したのでその結果を報告する。検出した天体の X線フラッ
クス (0.5−8.0 keV)はすべてが有意に変動している一方、スペクトルの形に変動はないとしても矛盾はなかった。
この変動は (i) 温度に有意な変動が見られない、 (ii) 長い時間 (∼20 ks)にわたって光度曲線が一定である、の 2
点からフレアとは異なった長期的な時間変動である事を主張する。


